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ブータンはヒマラヤ山麓にあるに九州ぐ  

らいの大きさの国で、自然環境が豊かな仏  

教国である。ヒマラヤの巨大な山脈と深い 

森林によって燐国から隔離されている国で 

あった。 

 地理的条件も加わり、長く鎖国状態にあ 

ったが1962年コロンボ計画、1969年万国郵 

便連合に加盟し、1972 年には外務大臣が任 

命され、何世紀にも渡る、鎖国状態から国 

際的な場に足を踏み入れたのである。ブー 

タンはやがて開発され、1974 年に建てられ 

た迎賓館が以降ホテルとして使用されたり 

して観光客の受け入れ体制を整えた。最近 

ではインドから飛行機で入国出来るように 

なりブータンツアーが多く企画され多くの 

人々がブータンを訪れている。 

 私は密教の聖地高野山を撮影していたが 

日本の密教寺院や堂塔、仏像の形のルーツ 

や思想の原点を知る必要性を感じていた。 

1979 年、ブータンが鎖国から解かれて間も 

なく密教調査団の一員として撮影取材をす 

る機会を得た。 

 当時日本ではブータン王国が世間で知ら 

れていない時でもあったので、カメラがほとんどが入っ 

てなかった時期でもあった、初めての調査と言う事で貴 

重な仏教資料等多く写真に納めることが出来た。ブータ 

ンの魅力に虜になり、その後 1980 年にも再度の撮影に訪 

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今では観光化に伴い多くの方々がブータンを訪れてい 

るが、現在でも密教が生きている国であり、宗教上の理 

由で拝観出来ない寺院もたくさん出てきている。今回発 

表の機会を得たので一部であるが日本の密教のルーツ（ブ 

ータン、1979 年の記録）を掲載した。 



 

 
 

 

 



 

 

 



 

 
 

 

 



 
 

 

 



 

 

 

 


